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脳�と心を分けたがる人に，「快，不快」
問題を問う

岡野 憲一郎　

　この秋に『快の錬金術』（岩崎学術出
版社）という本を上梓した。すると同僚
から「また脳の本ですね？」と言われて
しまう。そんな時私はつい，その言葉の
前に「どうせ…」がついているような気
がしてしまうのだ。「先生は心をすぐ脳
に還元したがるんですね。」という声も
聞こえてきそうである。そして「人はど
うして脳と心をこんなに分けたがるのだ
ろう ?」と私は思ってしまう。
　先日あるところで「脳科学と心理療
法」という講演を行った。そこでは最近
の脳科学的な知見が無意識の概念にどの
ような影響を与えるか，などについて話
した。すると後の情報交換会で，参加
者の中からこのような声を聞いた。「精
神分析の話しか聞いたことのなかった先

生がいきなり脳の話をしたのでびっくり
しました。」心の問題（たとえば精神分
析）を語る人間が，同時に脳を語ること
にはこれほどの違和感が伴いかねないの
だ。あたかも心を語る人と脳を語る人が
別々の考え方を持つ人々であるかのよう
な印象を与えるらしい。しかしなぜだろ
う？  人はどうしてそこまで脳と心をわ
けるのだろう？  しかしそういう私もや
はり同じ過ちを犯していることが最近判
明した。その私自身の例を示そう。
　3 年ほど前に死生観についての講演を
行ったとき，私は森田正馬の最後の様子
について読む機会があり，興味を持った。
森田正馬といえば，かの森田療法を創出
した人だが，その今際の時の様子につい
て次のように伝えられている（出典は省
略する）。
　森田正馬は，死をひかえた自分自身の
赤裸々な姿を，生身の教材として患者や
弟子たちに見せることによって，今日言
うところのデス・エデュケーションをお
こなった人である。彼は 1938 年に肺結
核で世を去ったが，死期が近づくと，死

おかの・けんいちろう＝精神医学，精神分析
　京都大学大学院教育学研究科教授。著訳書に，
『恥と自己愛の精神分析』，『解離性障害』，『脳
から見える心』（以上，岩崎学術出版社），『自
然流精神療法のすすめ』（星和書店），『気弱な
精神科医のアメリカ奮闘記』（紀伊國屋書店），

『心理療法／カウンセリング 30 の心得』（みす
ず書房）など多数。このほど『快の錬金術─
─報酬系から見た心』を刊行。
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の恐怖に苛まれ「死にたくない，死にた
くない」と言ってさめざめと泣いた。そ
して病床に付き添った弟子たちに「死ぬ
のはこわい。だから私はこわがったり，
泣いたりしながら死んでいく。名僧のよ
うには死なない」と言った。いまわの際
には弟子たちに「凡人の死をよく見てお
きなさい」と言って「心細い」と泣きな
がら逝ったと伝えられている。
　これが本当に彼の最後の姿だろう
か？  森田がその人生をかけて取り組
んだ死生学は，実際の死の恐怖を前に
して何の意味も持たなかったのだろう
か？  そうだとしたら森田のそれはまが
いものだったのだろうか，とまで思った
ものである。『死ぬ瞬間』などの著作で
有名な，エリザベス・キュブラー‐ロス
でさえ，死ぬ直前には決して穏やかでは
なかったと伝えられる。先人が到達した
はずの諦念や死生観とは，所詮そんなも
のか，と思っていたのである。
　この問題を考え直すヒントになったの
は，先日見た NHK のドキュメンタリー
である。平成 29 年 9 月 18 日に放映され
た NHK ドキュメンタリー「ありのまま
の最期  末期がんの“看取り医師” 死
までの 450 日」は，末期の膵臓がんで余
命わずかと宣告された田中雅博氏（当時
69）のドキュメンタリーである。彼は医
師として，そして僧侶として終末期の患
者に穏やかな死を迎えさせてきた「看取
りのスペシャリスト」だ。これまで千人
以上を看取った田中さん自身の「究極の
理想の死」までの道のりを記録しようい
うのが番組スタッフの意図であり，もち

ろん田中医師自身も快諾した。しかし実
際の死が近づくと，それまで落ち着きを
保ち，自分の死に泰然自若としていた田
中氏から余裕の表情が消え，何かにおび
えたようになる。自分の立ち上げた懇談
会に最後まで出るといっていた彼が，直
前になって ｢ 帰る ｣ と言い出し，介護を
する奥方に「眠らせてくれー」と駄々を
こねるように繰り返す。穏やかで眠るよ
うな死を迎えることを誰もが予想してい
た田中氏の死は，それとは随分異なる姿
となった。そして私が「彼もまたそうだ
ったのか…」そう思いかけたときである。
常に夫に付き添って看病をしていた，医
師でもあり見取りのスペシャリストでも
ある奥方がこう言葉を発した。
　｢ もう譫妄が始まっている…｣。
　これで私の考えはひっくりかえってし
まった。そうか，それを忘れていた。私
も脳と心を不必要に分けていたのだ。
　譫妄とは，人が代謝異常などにより脳
の正常な機能を損なわれた結果生じる，
妄想や幻覚，不安や恐怖を伴う意識障害
のことである。脳が明らかに通常の機能
を失い，精密機械の歯車が逆回転しだし
たような，激しい症状を呈するのだ。そ
れが田中医師にそれまでとは人が変わっ
たような様子を呈していたのである。
　私は頭ではよくわかっていたつもりで
ある。人間の脳はある意味でひとつの作
品なのだ。多くの経験を積み，知識を蓄
え，磨き上げられた，いわば花瓶のよう
な芸術品なのである。見事に組み上げら
れたコンピューターのプログラムにたと
えてもいい。そしてふとしたことからヒ
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ビが入ったり，バグが生じて無に帰して
しまっても，それ以前に持っていた価値
が遡って損なわれるわけではない。森田
正馬も田中医師も，その脳は，そして心
は死の直前には以前の姿を留めていなか
ったのだ。それなのに私は，「彼らは本
物ではなかったのか？」などと考えてい
た。愚かしい話だ。やはりどこかで私は
心は物質を超えた崇高なものと思い込ん
でいたらしい。「心とは魂であり，それ
は物質を超越したものである。」すごく
納得がいくような表現だ。でも物質を超
越したはずの心は，少しでも血流が途絶
えたり，血中のアンモニアが増加したり，
あるいはそのほんの一部を切除しただけ
でまったく別の姿を現したりする。物質
を超越した心を考えることはどう考えて
も無理なのである。それなのになぜ私た
ちは心を脳から分けて特別扱いしておき
たいのか？
　私は一応この問いについては次のよう
な解答を用意している。人は死が怖い。
死を自分で体験することは決して出来な
い（いわゆる「臨死体験」はアヤしいと
私は考えている）。そして死は未知であ
るからこそ不安を掻き立てるものである。
心が物質を基盤とする以上のものでなけ
れば，意識を支える物質的基盤である脳
が滅ぶことで，心の消失は確定してしま
う。それではどうしても困るのだ。そこ
には実は個人的な体験も加わる。私にと
って両親は，小此木啓吾先生は，その脳
が消えてしまった後でも，記憶の中では
いまだに動き，話しかけてくれるのだ。

そして私はそれを外に投影し，外在化さ
せてしまう。彼らの心が存在しているの
ではなく，私が生きているだけなのに。
　結局「脳と心は別物である」，と考え
るよりは，「脳と心は別物であるという
ことを忘れがちなのは人間の性（さが）
だ」と考える方が無難かもしれない。私
たちは永遠に，脳と心をくっつけたり離
したりしつづけるのである。むしろその
方が事柄の本質に迫っているのではない
か？
　『快の錬金術』を書いている最中に，
私はこの心と脳の問題を常に考え続けて
いたといっていい。それは脳と心をつな
げては切り離す，そしてつなげる，とい
う作業でもあった。快，不快は心と脳を
直結させる体験である。私たちの味わう
心地よさや苦痛は，心の存在をもっとも
直接的に反映しているものと考えていい
だろう。私たち，と言ったが実は人間よ
りはるかに下等な生物全体にいえること
だ。そして彼らの快感には，その中枢神
経に見られるドーパミン系ニューロンの
興奮が常に伴う。C. エレガンスという
下等な線虫にさえ，すでに存在するドー
パミン系ニューロン。そこから生まれる
快感に基づき，線虫も私たち人間も捕食
し，生殖活動を営む。C. エレ君に心と
呼べるものはまだ存在しなくても，快は
絶対に体験されていることを私は確信し
ている。心と脳の対応関係を表す最小単
位は，ドーパミン系と快だと私は思う。
そしてその視座から見えることを本書で
はつづったつもりである。
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　年度替りの忙しい時にこのような複雑
な本を紹介するのは恐縮であるが，『発
達障害・被虐待児のこころの世界──
精神分析による包括的理解』を出版した。
原 著 は『Psychotic States in Children』

（1999）である。ここには複雑な子ども
たちのこころの世界とセラピーの経過が
描かれている。ちなみに Psychosis とは
精神病でなく，著しく混乱した状態とい
う意味である。原著が発刊されて間もな
い当時，読んだ感想を言えば，日本には
これほど精神的な混乱を示す子どもは少
なく，悲惨な虐待もないのではないかと
感じていた。
　さて，本書を翻訳する必然性を感じる
ようになったのは，私自身がこの本に刺
激され，多くの子どもたちのこころの中
に一部ではあるが，サイコーシスが顕在

化していることに気づいたからである。
その背景には，発達障害に加えて，ネグ
レクトなどの養育の不備，身体的虐待，
さらに社会文化背景といった環境の問題
が大きく関わっているように思える。
　サイコーシスの子どもの一つの特徴は，
自我がバラバラになってしまい，「ぐに
ゃっ」としてしまうことである。バラバ
ラになることは自我がまとまりを持つこ
とができず，投影同一化の源にならない
ことを意味している。クラインは投影同
一化ありきの発達論であるが，どうも投
影同一化は何処にといった子どもたちが
増えている。こうした意味では，まずウ
ィニコットの語るホールディング，ビッ
クのスキンといった自我をまとめる操作，
ビオンのコンテイナーといったことも，
根本的には母親の機能が重要であること
を語っている。つまり，私たちに求めら
れているのは，残念ながら解釈だけでな
く，母性的な安定した関わりなのかもし
れない。
　もう一つの特徴は，おそらく内在化さ
れた両親カップル，あるいは母親が全

きべ・のりお＝児童精神医学，精神分析
　こども・思春期メンタルクリニック／白百合

女子大学 発達心理学科。著訳書に，『こども
の精神分析』，『こどもの精神分析Ⅱ』，ラファ
エル‐レフ編『母子臨床の精神力動』（岩崎学
術出版社）など。このほど『発達障害・被虐
待児のこころの世界 』を刊行。

エ�ディプス不在の精神分析と�
サイコーシス

木部　則雄
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く機能しないばかりか，悪徳の栄えの如
く享楽や倒錯を貪るかのような子どもた
ちの存在である。こうした子どもたちは
幼児期から軽微ながら犯罪に手を染めて，
罪悪感もなく，こうした行為を繰り返し
て大人になる。こうした子どもたちの将
来はどうなってしまうのであろうか，殆
どの子どもは専門的なセラピーを受ける
こともなく，思春期を迎えて，一気に爆
発といった感じかもしれない。止め処な
く続く自傷行為や希死念慮など，私たち
はお手あげ状態になった経験があるはず
である。
　さて，こうした子どもたちの混乱は，
社会文化背景も関連しているようにも
思う。それはエディプスの不在である。
21 世紀に入るまで，子どもの空想には
エディプスや早期エディプスが満載であ
った。精神分析の教科書であるフロイト
やクラインの本を読んで，ちょっとそれ
を応用すれば，臨床で困ることはなかっ
た。
　しかし，2000 年以後，時代は大きく
変わったように思う。普通と目される子
どもたちの中には，空想が乏しく，想像
力の片鱗もないかのように感じる子ども
が増えた。思いつく限りであるが，まず

TV ゲームなどの普及というか，子ども
たちのその世界への没頭もその理由の一
つなのではないだろうか。これは殆どの
子どもたちから想像力の一部を剥奪した。
これは「スマホディプリベーション」で
ある。かく語る，私もゲーム好きである
が，これはコミュニケーションが苦手と
される子どもを作ることになるだろう。
今や，ASD と診断を受けた子どもたち
は山ほどいるが，殆どは時代の産物かも
しれない。
　次に，私たちは我慢，規律の時代か
ら，自由を謳歌する発散の時代にいると
いうことである。規律なき時代の象徴は
ADHD であろう。精神分析的には，抑
圧から投影同一化の時代である。つまり，
投影同一化が社会を形成する普通のメン
タリティとなったということである。こ
れでは，掟になるエディプスなどどこ吹
く風である。私たちの臨床フィールドは
フロイトの時代とは大きく異なった様相
を呈しているのであろう。精神分析は本
来のエディプスというフィールドを失っ
て，危機的な状況にあるようにも思える。
精神分析は絶滅危惧種であるが，それで
も精神分析は複雑な子どもたちの理解に
必須のアイテムになると信じている。
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精神科医としての憂鬱

芝田 寿美男

　平成 5 年に大学を卒業して精神科医と
いう仕事を始めました。
　精神科医に成り立ての頃にまず怖かっ
たのは，精神科病棟の臭いでした。最初
に担当した患者さんが未治療で何年も経
過した統合失調症の女の子で，彼女が入
院した女性閉鎖病棟に長く私も居るよう
になりました。そこには生臭いというの
か単純に不快とも呼べない臭気が立ちこ
めていて，掃除は当然なされていました
が，開け広げた窓から夏の風が吹き込ん
でも冬の寒さが響いても，消えることの
ないその臭気に怯えたのを記憶していま
す。他の医師も看護師も溌剌と忙しく立
ち働いており「ここなんか臭いですよ
ね」という言葉は発せられないまま，私
の研修医時代は終わりました。
　白衣の裾からシュッと魔法のように出
した鍵で，病棟出入り口のドアをガチャ

ンと閉めるのも怖かったです。自分が閉
めるのも，他の医療者がにこにこしなが
ら閉めるのも怖いのです。ぎりぎりまで
何もなかったかのように鍵が出現するの
で怖いのだと思いますが，すぐに私も素
早く鍵を出すようになりました。
　精神科医を始めてみて，とにかく怖が
ってばかりいたような気がします。臭い
にしても鍵にしても，そこに何も問題な
どないかのように振る舞う態度が一番怖
かったのかもしれません。
　研修医の期間というのは基本 2 年間な
ので，2 年終わると自分一人で患者の診
療をしなければいけない事実は，とくに
私を怖がらせました。本当に私は怖がっ
てばかりです。レントゲンや血液検査の
ように具体的な指標があるわけでもなく，
捉えどころのない患者さんの話しから病
気を断定して治療を成功させるなど，不
可能に近いと感じました。研修医の間，
先輩や開業医から頼まれて症例数は経験
しますが，自分が治療したという実感に
は乏しく，上級医から手取り足取り学べ
た症例は統合失調症の急性期治療くらい

しばた　すみお＝精神医学
福岡赤十字病院精神科部長。著書に，『強迫性
障害治療のための身につける行動療法』（共編
著，岩崎学術出版社）など。このほど，『臨床
行動分析のすすめ方』を刊行。
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でした。精神疾患という長い病周期から
見て研修医が関われる期間は短すぎ，自
分で診断治療を完結させたと思える症例
には巡り会えず，日々の雑用をこなすだ
けが精神科臨床であるかのような体験が
積み重なるばかりでした。治療をしてい
るつもりで，ひたすら患者さんと語り合
う時間を持ちましたが，治療と呼べるの
かと内心怯えていました。
　「精神療法」という技術の取り扱いに
も戸惑いました。保険診療として精神療
法の算定が許されるのは，医師とくに精
神科医だけです。精神科医だけが精神療
法という技術を身に付けているというこ
とでしょう。でも研修医である私にまだ
その技術は身に付いていません。当時の
研修医 1 年目を過ごした旧国立肥前療養
所には，山上敏子先生がいらっしゃいま
した。山上先生の予診を取るなど診療に
関わると，当たり前ですが圧倒的な臨床
力の違いに愕然とします。それと同時に，
算定できる精神療法の代金が私も山上先
生と同じだと気付きました。それではど
う考えても詐欺ですから，詐欺でなくす
には私が技術を身につけるしかありませ
ん。でも精神療法をどう身につければ良
いのか，研修プログラムに具体的な手段
は明示されていません。
　当時は山上先生の繋がりでしょうが，
神田橋條治先生が肥前療養所に講演に来
られていました。ご存知のように魅力的
な先生で，最初に聞いた「言葉は言の葉
です…」から始まる，言葉で世界を繋ぎ
止める危うさと切なさが表現されたお話
に感銘を受けました。神田橋先生のカン

ファレンスに参加してみれば，奇妙なこ
ともおっしゃいますが臨床力は並外れて
おり，とくにご自身の感覚の用い方が抜
群だと感じました。精神科のカンファレ
ンスでは，一般に患者さんに関して二次
情報以下のやり取りしかできません。誰
かが感じて語った情報を材料に評価のや
り取りがなされるため「群盲象をなで
る」状況に陥りやすいのです。そんな場
所で二次情報を手がかりにあっさり一次
情報以上に至る手並みや，借り物ではな
い腑に落ちる言葉で表現する技術はお見
事でした。
　私にとって精神療法という技術を体現
しているのはこのお二人です。そして山
上先生は行動療法と呼ばれる精神療法を
身につけておられると知りました。精神
療法にはいくつかの技術体系があるとわ
かり，どれが自分に合っているのかと煩
悶しながら，身近にあった行動療法の門
を叩いた次第です。
　あっさりと研修医の 2 年間は終わって
しまいます。どうすれば精神療法は学べ
るのかと悩む当時，神田橋先生のお弟子
さん筋で，冨永邦男先生という優れた臨
床家がいらっしゃると聞きつけました。
冨永先生に教えを請いたくて医局に多少
のわがままを通し，大分に計 2 年間ほど
移り住みました。そこではとても幸せな
時間を体験させてもらえ，冨永先生に対
して「自分はこの人になりたい！」と生ま
れて初めての気持ちを抱きます。やわら
かく素早く人となりを把握するのが上手
な先生で，臨床を楽しむことを日常にし
てもらえました。ご冥福をお祈りします。
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　精神療法を学ばなければいけないとい
う焦りは薄れましたが，あらためて行動
療法を基礎から身につけたいと思い始め
ました。医局の行動療法研究室に正式加
入して，再び国立肥前療養所（途中から
肥前精神医療センターと名称が変わりま
したが）に赴任し，山上先生が退官され
るまでの数年間をそこで過ごすうちに，
精神科医として 10 年が経過していまし
た。行動療法という技術が多少は身に付
きましたが，まだぎこちなく考え考えし
ながら日常臨床をしている感触です。そ
れからも行動療法カンファレンスへの参
加や症例論文の作成などの，行動療法を
身につける鍛錬は現在まで続きます。こ
の 4 〜 5 年ようやく技術を意識しなくて
も臨床ができるようになれた気がします。
　以上が自己紹介のような私の経歴です
が，精神科医にとって精神療法を学ぶ手
段は当時とあまり変わりません。精神療
法系の研究室が大学医局からなくなりつ
つある現状では，さらに学ぶ機会は少な
いかもしれません。雑用だけこなすうち

に研修期間を終え，精神療法を体系だて
習得できぬまま一人前として取り扱われ
る精神科医は珍しくありません。なんと
なく精神科医であるから精神療法をする
資格があるという状況は，とても怖いと
思います。とある社会的地位の高い先生
から「山上，神田橋は努力してああなっ
たのじゃなく，もともと別次元だったの
だから，われわれが一生懸命に精神療法
を学んでも仕方がない」と聞かされ愕然
としましたが，少数意見ではないでしょ
う。でもそれでは，患者さんの治療とい
う日常臨床がつまらないものになってし
まうと思います。例えば松井やイチロー
になれなくても野球が楽しくてプレイす
る人は大勢いますし，野球選手としての
輝きは千差万別ではないでしょうか。野
球という技術があるならば，精神療法と
いう技術も確実に存在するはずです。臨
床を楽しむための技術として，認知行動
療法という精神療法を 20 年前の自分に
伝えたくて，今回拙著をしたためました。
　ご一読いただけると幸いです。

◇書評エッセンス◇

「社会による子育て」実践

ハンドブック
森　茂起 編著

　本書は，集団の中で子ど

もの成長を支援している

専門家のために，森茂起先

生をはじめとした第一線で

活躍中の五人が勢揃いし，

各々研究者と実践家として

の豊富な経験を一冊にまと

めあげた実践ハンドブック

である ｡

　まずはこの本を手に取っ

て目次を開けば，自分が

向かい合っている問題と共

通する項目に釘付けとなる

ことだろう ｡ 特に，保育士，

教師，支援員，養育者，カ

ウンセラーの方々に薦めた

い ｡ 領域を超えて問題解決

へのヒントを与えてくれる

役立つ良書である ｡

（評者・関沢友子＝ NPO
法人子育て・教育支援セ

ンターピア■日本カウン

セリング学会会報 No.106

（2017）より抜粋）
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　兄弟葛藤と分立

　当然のことですが，私と狩野力八郎先
生との間には，ずっとシブリング関係が
続いていました。その背景にあるのは，
第一に年齢が近いことがあります。大学
は違いますが，近い学年に，東京には狩
野先生と，皆川邦直先生，丸田俊彦先生，
そして相田信男先生がおられ，非常な密
集状態でした。この四人に衣笠隆幸先生
を入れて「小此木ブラザーズ」と呼ばれ
ることがありましたが，そして何よりも
驚異なのはこれらの人間が並び立った，
分担，分立が可能であったということで
す。
　相田先生のお話では，私が小此木スク
ールに入ろうとしたとき，皆さん反対さ

れたそうです。相田先生も，もちろん反
対されたと言われます。こういうことを，
正直に言ってくれるのが相田先生の素晴
らしいところですが。
　しかしながらブラザーズのお一人狩野
先生は直接的には，私について何も言わ
れませんでした。ブラザーズの関係で，
よく象徴的に語られる歴史的な事に触れ
ておきたいと思います。
　今から 30 年くらい前のことです。実
は故小此木啓吾先生が中心となって，東
京で精神分析セミナーがスタートしたこ
とがあります。私のスーパーヴァイザー
であった小此木先生により，私と同世代
の先生たちが選ばれ運営委員会が構成さ
れましたが，私はその中に入れませんで
した。外れた理由は，衣笠先生と同じで

「あなたたちは外様だから」というのが
小此木先生の説明でした。
　この外様の話は結構有名で，当時の多
くの仲間の知る出来事です。しかし巨人
ファンなのだから，ヤクルトファンと広
島ファンは嫌いだとはっきり言って欲し
かったのにと今でも思います。相田先生

狩野⼒八郎先生との同盟と分立

北山　修

きたやま　おさむ＝精神分析学
　北山精神分析室 精神分析家。著書に『悲劇
の発生論』（金剛出版），『心の消化と排出』（創
元社），『改訂 錯覚と脱錯覚』（岩崎学術出版
社），『共視論』（共著，講談社），『覆いをとる
ことつくること』（岩崎学術出版社），『劇的な
精神分析入門』（みすず書房），『意味としての
心』（みすず書房）など多数。「きたやま おさ
む」名義で自伝的エッセー，『コブのない駱駝』

（岩波書店）。このほど『定版 見るなの禁止』
を刊行。
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が入られなかったのは，相田先生が野球
にまったく関心がなかったからかと思い
ます。
　私は同様のことで，それも牽制球やら
隠し玉で悩まされ続けました。特に悩ま
しい思いをしたのは，日本シリーズと分
析学会のシンポが度々同じ日の同じ時間
に開催されることでした。それで，小此
木先生と私が壇上にいた時，最前列の狩
野先生が壇上にいる小此木先生に，動く
試合のスコアを手で伝えられるのを見る
時は最悪の気分でした。弱小球団のヤク
ルトのファンである私は，それが気にな
りムカついたわけです。羨ましい，そし
てこれがエディプス葛藤というものでし
ょう。しかし九大時代の福岡では外様で
ありながらも，同時に同世代が少ない精
神分析状況で，同胞葛藤に強く巻き込ま
れなかったということです。
　その平和な状態と比べるなら，狩野先
生と私は張り合いながらも，牽制してい
ました。彼の言葉の端々には，私に，洞
察を求めるメッセージや，嫌味や当てつ
けが散りばめられていました。これが後
から，ボディブローのように聞いてくる
のでした。しかし，特にお互いに互いの
学問的な仕事の内容にははっきり何も言
わないようにしていました。

　二面面性と二重性  
　さて今回久しぶりに落ち着いて，その
著作の一部を改めて読んでみました。葛
藤が激しかった背景には，その理由とし
て実際の私たちは，考え方が似ていたと
いう問題があったからだと思い至りまし

た。つまり，僭越で一方的ですが，二人
は「似た者同士」だったというわけです。
　例えば私の話しが中間性とか二重性と
か，二面性とかを強調していることはご
承知の通りですが，狩野先生の書かれた
ものにもその言葉はよく出てまいります。
彼に「精神分析の二重性」（2000）とい
う論考がありますが，そこで彼は精神分
析に内在する二重性について論じておら
れます。例えば，分析的設定の二重性と
して次の 11 個の事柄をあげておられま
す。またこれは狩野先生の著書にも収録
されています。
　1）無時間性と時間的拘束（時間契約）
　2）自由な連想と不自由な連想
　3）平等な関係と不平等な関係
　4）自由性と禁欲原則
　5）中立性を巡る逆説
　6）対象恒常性と不安定性
　7）連続性と不連続性
　8）一人でいることと二人でいること
　9）交流することとしないこと
　10）目標を設定することとしないこと
　11）専門家（訓練を受けた者）として
の分析家と日常生活者としての分析家
　今日はその内容は紹介できません。実
際にこういう彼の物事を共存させる「あ
れとこれと」という表現は，「あれかこ
れか」という選択を強いる二分法の考え
方と比較して，二重併記として際立つの
です。実は，意識か無意識か，一次過程
か二次過程か，潜在か顕在か，精神分析
か非精神分析かという「あれかこれか」
の二分法 dichotomy はフロイト的な考
え方，フロイディアンの思考と言っても
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いいかもしれません。
　この二重性への注目とその体現は，再
び両者ともが Winnicott の議論に影響
を受けているからに他なりません。学風
としても狩野先生が引用するアーノル
ド・モデルやトマス・オグデンらが，ウ
ィニコットの議論を大事にしているから
です。ウイニコットが「遊ぶことと現
実」「抱えることと解釈」という両面併
記のタイトルにも現れるように書き方の
両面性，二重性は私たちの特徴です。

　2005－ 2008年
　しかし，学派の問題だけではありませ
ん。池田暁史先生の作られた業績リスト
を見るなら，狩野先生の「あれとこれ
と」という二重併記が論文タイトルで爆
発する時があり，それが 2008 年です。 
　創造的対話：森田療法と精神分析
　論文を書くことと倫理規定を守ること
とのジレンマ
　スタッフへの攻撃と治療的対応
　治療構造論的家族療法とメンタライジ
ング
　ナルシシズム──閉ざされた心と開か
れた心──
　これらを［下線筆者］発表された
2008 年，その前年 2007 年に狩野先生
に何があったのか。2008 年はリーマン
ショックの年で，北京オリンピックの年
です。
　私的なおつきあいのなかった私には，
まったく内面は見当がつきません。ただ
私との関係ではっきり言えることがあり
ます。それは，まず 2003 年に，共通の

師，小此木先生が亡くなったのです。小
此木先生が亡くなって，傍目で見ても狩
野先生が変わったというのは，後継者的
な組織運営と歴史認識における彼の明確
な態度表明にありました。そして，その
後の日本精神分析学会の運営委員会にお
けるリーダーシップの発揮には目覚しい
ものがありました。それは日本精神分析
学会会長として，小此木の後を継ぎ，そ
の空白を埋めるという意思と自負に満ち
満ちたものでした。
　そして，2005 年に，私が狩野先生か
ら日本精神分析学会の会長職を受け継ぎ，
私が 2008 年まで会長であり，その間は
狩野先生が倫理委員会の委員長だったの
です。もちろん表向き，何度も言います
が，私たちは意見を異にし，何かにつけ
て張り合っていたことが思い出されます。
あの時はまさに私たちは，確かにもっと
も激しい兄弟葛藤の中にあったのかもし
れません。しかし，私にとって，狩野先
生がいてくれてもっとも助かったのは，
いろいろあるにもかかわらず彼が私のバ
ックも守ってくださる倫理委員会委員長
になられたことです。とくにあることが
マスコミ報道の対象になりかけたときは，
白波瀬丈一郎先生と共に戦っていただい
たことは記憶に残ります。あの時，私た
ちは分立して同盟していました。
　そういう関係の私から見る狩野先生は，
その「あれかこれか」のジレンマを割り
きらずに生きることの達人だったと思う
のです。その生き方の結論が，彼と私の
同盟の精神としての，2008 年の描き方
に現れた「あれとこれと」であったのだ
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と思います。
　その間の 2007 年の精神分析学会の小
シンポジウムで発表され，その翌年に精
神分析研究誌に掲載された「論文を書く
ことと倫理規定を守ることとのジレン
マ」の終わりの文章が好きです。
　「以上，筆者は，倫理委員長としての
立場から，用語を整理し，内外の規定に
ついて説明した。その中で述べてきた規
定や解釈は時代の趨勢に伴い変遷してい
る部分もあれば一貫している部分もある。
しかし，これらの規定について討論する
とき，コモンセンスとか良識といった素
朴な意味での，これは良いこれは悪いと
いった感性や，そうした物事について断
定的になることなく考える能力をわれわ
れが持っているということが前提とな
る。」
　そしてこの考えの原点が，「論文を書
くことと倫理規定を守ることとのジレン
マ」でも触れられている「精神分析的に
倫理を考える」という，2005 年の会長
講演に尽くされていると考えます。
　歴史的な背景を申しますとこの会長講
演の中身に現れているのが，正に狩野会
長時代におけるであった相田信男先生と
いう倫理委員長との関係だと思うのです。
そして私がここで見出すのは，学会を守
る会長と倫理委員長という同盟関係の存
在です。とくに，ここにおける「二人の
共闘の精神」が皆様にはいつもあまりに
見えにくいのです。

　会長講演「精神分析的に倫理を考え

る」（2005）
　私たちに取り，あの学会講演でこのユ
ニークなテーマを選ばれたことは興味深
いことですね。それは，もちろん「狩野
と相田」というところで並び立つ倫理委
員長・相田先生の働きと無縁ではないで
しょう。あのとき，倫理問題として何が
議論されていたのかは，もちろん今日の
ところはあまり大したことではありませ
ん。実は，日本の精神分析の組織では，
会長は倫理委員会における議論の中身を
よく知らないのです。つまり，司法と政
府はまったく相互に分立しているのです。
　相田先生に聞いても，この講演は，狩
野先生の著作の中でももっともオススメ
の論考であり，私もそう感じます。私は
実は，当日は中国の分析学会に行ってい
て聞いていなかったのですが，相田先生
は，ぜひとも原文を読むようにすすめら
れました。なぜなら，相田先生は当日，
会場ではここまで深く考えているとは気
づかなかったと言われます。
　私も同感で，皆様にこの論文を読むこ
とを勧めます。そこに彼の考え方，生き
方，そして在り方が，物の描き方，書き
方に現れているのです。それも何度も読
んでもらわないと，狩野の言いたいこと
や，私の言いたいことは伝わらないかも
しれません。
　何よりもここで重要なことは，著者は
この論文で倫理に関する取るべき分析的
態度を語っているのです。つまり倫理的
な裁判官になるためではなく，倫理を分
析的に考えるという考え方を書いている
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のです。それが「ジレンマを生きる」と
いうふうに言っていいかもしれません。
本論文を読まれるなら，その視点の広
さ，視野の広さに目を見張ることでしょ
う。倫理は境界侵犯を問題にするのです
が，それを扱う思考は境界線上で揺れて
いるのであり，「遊んでいる」と書いて
いるのです。
　私は，だからと言って，白黒をつけな
いことを言っているのではなく，「白か
黒か」という二分法ではなく，彼は白と
黒という両面を生きるという考え方を提
示しているのです。引用します。
　「境界違反か否か，と断定する教条的
態度ではなく，たとえば藤山直樹が主張
しているような『あれかこれかと揺らぐ
態度』，あるいは北山修のいう『遊ぶこ
と』が，この倫理という問題に対しても
必要な基本態度といえます。」

　同盟の思想

　狩野先生と私，そして相田先生，また
おそらく先日亡くなった皆川先生に共有
されていたのは，精神分析と精神医学と
の共存という原則であり，そしてそれを
実践するには，先達から受け継いだ日本
精神分析学会と日本精神分析協会の二重
性を「あれとこれと」として維持するこ
とが何よりふさわしい形であろうという
考えでした。
　ここからは個人的な仮説ですが，これ
は「あれだ，これだ」と決めつけてかか
る人たちのこと信じていないという世代
の意識とも言えるだろうと思うのです。
　終戦の前後に生まれた私たちは，日本

国の皇国から民主主義へという大きな価
値観の変化を幼児期に経験しています。
おそらくそれが原点になり，精神分析で
も絶対を語る人たちのことを全く信用し
なくなった，それで，どうしても「あれ
とこれと」という相対的な倫理観になる
と思うのです。
　つまり並存と両立の感覚です。倫理も

「精神分析では許されないが精神医学で
は許される」というような矛盾を抱えた
両立感覚です。そして「あれもこれも」
という両立感覚を生きた人に小此木啓吾
という人がいました。
　「わが国の現実は，さまざまな臨床経
験が共存している段階にある。それぞれ
の立場とそれぞれの臨床経験を持つ人々
にとって，それぞれの精神分析に価値が
ある。」（小此木，1990）
　これを小此木は「多神教的な共存と協
調」と呼びました。この共存の精神は狩
野の 2011 年の協会での発表「日本精神
分析協会と日本精神分析学会──共存の
歴史とその行末」において，日本の精神
分析論として，その共存の思想が歴史と
共に語られます。しかしこれを読むなら，
実にこの「と」には葛藤があるのです。
決して馴れ合いなどないのです。
　「わが国の，精神分析の指導者たちは，
こうした深い問題意識を持ちながら JPA 
と JPS という二つの組織を作り上げて
きた。これは，真に創造的な仕事であっ
たと思われる。この二つの組織は，明ら
かに相互補完的である。……しかし，二
つの組織が，組織として成熟するために
は相互競争的・自立的な動きも必要にな
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るであろう。たとえば，JPA における
認定セラピストアイデンティティと JPS 
の分析家アイデンティティの相克などが
おきるであろう。筆者は，精神分析家は，
こうした厳しい相克，あるいは対話に耐
えねばならないし，どちらかいっぽうに
偏ってしまうことは精神分析の死を意味
する。」［JPA は学会で JPS は協会を指
す］
　私たちはこういう，分裂しやすい二つ
が何とか相互補完し合い両立するもので
あることを強調した時代，あるいは文化
の人間なのです。ただ，狩野先生と少し
違うのは，私にとってはこの間を生き
ることの中央が「と／か（and/or）」で

「割り切れない」のです。「どっちつか
ず」で「中途半端」になり，「評価の分
かれるところに」立つことになるという
宿命があり，その醜さや割り切れなさを
引き受けて生きることも，私の「日本の
精神分析」なのだと考えています。
　精神分析は「神なきユダヤ人」である
フロイトの無神教によって可能になった
ものです。狩野の著作を読む時，無神教
が日本の多神教と近いところにあるとい
う空想があるというのが，私の個人的感
想です。というと，フロイト先生や小此
木先生，そして狩野先生の大笑いが聞こ
えてきそうです。また土居健郎先生なら
それこそが「甘え」だと解釈されるでし
ょう。しかし狩野と私の関係は「分立，
ときどき同盟」と呼びたいと思います。
外敵と戦うための「同盟 alliance」です
が，日本で一番使われていない概念の一
つが「治療同盟」であり，同盟国，同盟

軍と戦いの際に最も使われる言葉です。 

　終わりに

　相田先生が受け取った狩野先生からの
手紙で，2016 年に公開された部分から
最後に引用します。確かにそれは，非常
時に共に戦うための同盟の精神を語った
ものであり，何度も引用したい手紙です。
　「初代倫理委員長の任にあったときの
体験について，相田先生は，『倫理委員
長として，なにをする術もなくただ立ち
尽くしていた』，『しかし同時に，内的に
は，苦痛，絶望，不信，不快といった
訳の分からない塊，身体感覚レベルの
塊，を体験しながら』と述べておられま
す。であるからこそ，なのですが，その
外にいる，分析学会会長である私は，学
会が直面していた未曾有の困難について

『レヴェリーし，ある一連の解決策』に
たどり着く事ができたのです。もし，そ
こに『何をする術もなくただ立ち尽くし
ている相田先生という筋肉運動をしてい
る存在』がなかったら，私にはレヴェリ
ーする時と空間など持てるわけがなかっ
たでしょう。倫理規定も学会も信用され
なかったでしょう。さて，私は，ここで
相田先生に感謝しようとしているのでは
ありません。ただ，精神分析は一人では
できない，と再認識したのです。この認
識は重要です。講演の中で，相田先生は，
病棟でのスタッフ間のこうした関係を相
補的とよんでおられました。この関係は
どこにでもあります。相田先生と私との
間にもあります。さきほどいいましたが，
この関係，ある種の役割関係が，阿吽の
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呼吸というか，まるで天の配合のように
調合されていることに，相田先生も私も
気づいています。なぜかはわかりません
が，それを教えてくれる人がいて，そこ
の基本的な信頼感が関与してきたのは確
かのようです。」
　美しい文章です。だが私は，昔のよう
な激しい羨ましさを感じません。私にも
特に闘争の時代を生きて，同級生とか同
じ釜の飯を食った仲にはこれがあります。
盟友とか，戦友に見られる言葉ですが，
背後の「苦痛，絶望，不信，不快」や闘
いそのものを考慮するなら，そしてその
表裏の摩擦を含むなら，決して美しくな
どないのです。
　最後に故人に呼びかけたい。
　私たちはライバルでしたね。好敵手と
いう言葉がぴったりだったと自画自賛す
るところがあります。互いによく戦い，
いい試合をしてきました。その上事が起
こると，同盟軍となって共に戦いました
が，普段は分かれて立って，時に張り合
っていました。しかし，私たちの共有す
る精神である「あれとこれと」の時代に
巡り会い，具体的に培ったその同盟関係
に心から感謝します。しかし今，学会と
協会は，少しずつ共存とか同盟とは言え
ない状態となり，むしろ「学会か協会
か」「精神分析か精神療法か」とどちら
かを選ぶ時代になりつつあるのかもしれ
ません。そこで若い彼らに改めて望むの

は，「同盟の精神」の堅持でしょう。
　そして何より寂しいのは周りに巨人フ
ァンがいなくなったこととヤクルトが連
敗していることです。もう球場通いはや
めようと思います。そう小此木先生にお
伝えください。

参考文献
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アイデンティティ―青年と

危機　エリクソン　中島

由恵訳　B6　3,300 円　

新曜社

「内なる外国人」―Ａ病院

症例記録　北山修編著　

A5　3,000 円　みすず書

房

衣笠隆幸選集〈１〉対象関

係論の理論と臨床：クラ

イン派の視点を中心に　

衣笠隆幸　A5　8,500 円

　誠信書房

機能的家族療法―対応困

難な青少年とその家族へ

のエビデンスにもとづい

た処遇　セックストン　

岡本吉生他監訳　A5　

4,600 円　金剛出版

グループにおける動機づけ

面接　ワグナー他　藤岡

淳子他監訳　A5　4,200

円　誠信書房

現場から考える精神療法―

うつ，統合失調症，そし

て発達障害　村上伸治　

A5　2,500 円　日本評論

社

古典で読み解く現代の認知

心理学　アイゼンク他編

　箱田裕司他監訳　A5

　3,600 円　北大路書房

自我心理学の理論と臨床―

構造，表象，対象関係　

ブランク他　馬場謙一監

訳　篠原道夫他訳　A5

　6,200 円　金剛出版

システムズアプローチ入門

―人間関係を扱うアプロ

ーチのコミュニケーショ

ンの読み解き方　中野真

也他　A5　3,500 円　ナ

カニシヤ出版

自閉スペクトラム症を抱え

る子どもたち―受身性研

究と心理療法が拓く新た

な理解　松本拓真　A5

　3,800 円　金剛出版

週一回サイコセラピー序説

―精神分析からの贈り物

　北山修監　高野晶編著

　A5　2,800 円　創元社

心的変化を求めて―ベテ

ィ・ジョセフ精神分析ワ

ークショップの軌跡　ヴ

ァーケヴカー編　松木邦

裕監訳　A5　4,300 円　

創元社

心理カウンセリング実践ガ

イドブック―面接場面に

大切な７つのプロセス　

福島脩美　A5　2,800 円

　金子書房

心理学と錬金術〈１〉　ユ

ング　池田紘一他訳　

A5　4,200 円　人文書院

心理学と錬金術〈２〉　ユ

ング　池田紘一他訳　

A5　4,700 円　人文書院

心理療法の未来―その自己

展開と終焉について　田

中康裕　B6　2,600 円　

創元社

心理臨床実践―身体科医療

を中心とした心理職のた

めのガイドブック　矢永

由里子編　A5　2,700 円

　誠信書房

スキーマ療法最前線―第三

世代ＣＢＴとの統合から

■書誌 2017.08 ～ 12

  ●情報板

●この「情報板」は，関連の学会誌・商業誌，取次店情報などをもとに，小誌編集部で作成してい
ます。遺漏もありえますので，お気づきの点はぜひご教示下さい。
●「書誌」に掲載の出版物は，他社の刊行です。小社では販売しておりません。ご入用の際には，
お近くの書店を通じてご注文なさって下さい。■印は「地方小出版扱」です。
●「書誌」の表示価格はすべて本体価格となっております。

■読者の皆様へ■
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理論と実践の拡大まで　

ヴァン・ヴリースウィジ

ク他編　伊藤絵美他監訳

　A5　3,900 円　誠信書

房

性犯罪者への治療的・教育

的アプローチ　門本　泉

他編著　A5　4,200 円　

金剛出版

対象関係論の源流―フェ

アベーン主要論文集　フ

ェアベーン　相田信男監

　栗原和彦編訳　A5　

5,000 円　遠見書房

トラウマ関連疾患心理療法

ガイドブック―事例で見

る多様性と共通性　シュ

ニーダー他編　前田正治

他監訳　A5　5,000 円　

誠信書房

中井久夫集〈４〉統合失調

症の陥穽― 1991‐1994

　中井久夫　B6　3,400

円　みすず書房

ナラティヴ・アプローチに

よるグリーフケアの理論

と実際―人生の「語り直

し」を支援する　水野治

太郎他　A5　2,600 円　

金子書房

人間関係の理解と心理臨床

―家庭・園・学校・施設・

職場の問題解決のために

　吉川晴美　A5　2,200

円　慶応義塾大学出版会

ハイパーアクティブ：ＡＤ

ＨＤの歴史はどう動いた

か　スミス　石坂好樹他

訳　四六　2,700 円　星

和書店

箱庭療法学モノグラフ　人

形遊びの心理臨床　菱田

一仁　A5　3,600 円　創

元社

ポジティブ心理学を味わう

―エンゲイジメントを高

める 25 のアクティビテ

ィ　フロウ他編　島井哲

志他監訳　A5　2,700 円

　北大路書房

遊戯療法―様々な領域の事

例から学ぶ　伊藤良子編

著　A5　2,600 円　ミネ

ルヴァ書房

夢分析実践ハンドブック　

シャープ　松本由起子訳

　A5　3,500 円　勁草書

房

ロールシャッハ・テスト統

計集―数値の比較検討と

解釈に役立つ変数データ

　西尾博行　B5　4,500

円　金剛出版

ロールシャッハ法の豊かな

多様性を臨床に生かす―

１症例をめぐってのさま

ざまなアプローチから　

氏原寛他編　A5　2,900

円　金子書房
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フロー体験の快楽　17 男と女の報酬系　18 磨かれた報酬系と偉大な魂　
19　幸福な人の報酬系／他
●四六判 256 頁上製　本体価 2,500 円＋税

快の錬金術●報酬系から見た心

岡野憲一郎 著

ISBN 978-4-7533-1124-8
「快 - 不快」の視点から人の心を裸にする 2017.9

目次●　序章　行動分析を始める前に 第１章　臨床行動分析とは何か 第
２章　精神科診断と行動分析の違い 第３章　行動分析で生じる精神療法
としての効果 第４章　体験をうながす行動分析 第５章　一般的精神療法
と認知行動療法をともに生かす 第６章　行動分析による薬物治療の位置
づけ 第７章　薬物治療を認知行動療法として用いる 第８章　行動分析に
よる治療手段の選択 第９章　併存疾患がある場合の行動分析による考え
方 第 10 章　診断がつきにくい患者を行動分析で支える 第 11 章　行動分
析が持つ先見性と将来性　内容●　日常臨床において行動分析をどのよう
に進めていくかを，豊富な臨床例に沿って解説。
● A5 判 240 頁並製　本体価 2,800 円＋税

臨床行動分析のすすめ方●ふだんづかいの認知行動療法

芝田寿美男 著

ISBN 978-4-7533-1123-1
CBTを精神療法として機能させるために 2017.9



概要●本書では，フロイトの鍵概念そして精神
分析を原著者カーンが自らの長年の臨床経験に
基づいて説明する。フロイトの考え方に基づき
つつ，フロイト以降の知見も適宜紹介され，今
に活きる精神分析のありようを鮮明に伝える。
フロイトや精神分析に関する本は幾多あるが，
この本は単なる解説書ではない。原著者カーン
が，フロイトと精神分析の考え方や鍵概念を自
分の臨床実体験を通じて噛み砕いて消化し，言
わばフロイトと対話しながら自分のことばで記
述し，たくさんの事例に沿って説明する。それ
ゆえに本書はわかりやすく，McWilliams に「と
ても読者にやさしい」と言わしめた。元より，
フロイトと語り，フロイトを咀嚼する幾多の先
達を通じて，精神分析の叡智は生き続け，更新
され，洗練され続けてきた。この本はその営み
を教科書として私たちに提示してくれる。
訳者あとがきより抜粋●　本書の原著と遭遇し
たのは，McWilliams, N.（2011）Psychoanalitic 
Diagnosis, second edition, The Guilford Press
（第一版は，マックウィリアムズ，成田善弘監
訳（2005）『パーソナリティ障害の診断と治療』
創元社）を通じてである。そこで本書は「とて
も読者にやさしい（unusually user-friendly）
中核的な精神分析の考え方についての教科書」
と紹介されていた。「とても読者にやさしい」
教科書こそはまさに私たちの求めていたもの
だった。
　自慢ではないが，難しい本が苦手だ。心理臨
床家の端くれとして，フロイトの著作にもいろ

いろ挑戦してきたし，今もしている。ドイツ語
の原著は読めなくとも，Standard Edition や幾
多の日本語訳等を通じて，フロイトとの対話を
深めようとしてきた。けれど，悲しいかな，フ
ロイトは時空の彼方の遠い存在に感じる。
　現在 50 代の私たちですらそう感じるのだか
ら，ましてや，フロイトが亡くなった 1939 年
から 4 分の 3 世紀以上が過ぎてから，精神分析
や力動的な心理療法を学び始めようとする若い
読者ならばなおさらだろう。「とても読者にや
さしい中核的な精神分析の考え方についての教
科書」は，訳者が自らのために必要と感じ，ま
た，これから学ぼうとする人にも必要に違いな
いと考えて訳出を決意したものである。
　本書では，フロイトの鍵概念そして精神分析
を原著者カーンが自らの長年の臨床経験に基づ
いて説明する。フロイトの考え方に基づきつつ，
フロイト以降の知見も適宜紹介され，今に活き
る精神分析のありようを鮮明に伝える。フロイ
トや精神分析に関する本は幾多あるが，この本
は単なる解説書ではない。原著者カーンが，フ
ロイトと精神分析の考え方や鍵概念を自分の臨
床実体験を通じて噛み砕いて消化し，言わばフ
ロイトと対話しながら自分のことばで記述し，
たくさんの事例に沿って説明する。それゆえに
本書はわかりやすく，McWilliams に「とても
読者にやさしい」と言わしめた。
　　　　　　　　　（秋田恭子・清水めぐみ）

● Summary   &  Synopsis

目次●　回帰点としてのフロイト──監修者まえがき　第 1 章 イントロ
ダクション　第 2 章　無意識　夢，神経症的症状，失策行為　第 3 章　精
神 - 性的発達　固着と退行，幼児性欲，口唇期，肛門期，男根期，潜伏期，
性器期，退行，再び　第 4 章　エディプス・コンプレックス　潜伏期，性
器期：エディプス・コンプレックスの解決，エディプス・コンプレックス
の帰結　第 5 章　反復強迫　第 6 章　不安　不安についての第一の理論，
第二の理論，問題における不安の関与，如何に不安は軽減されるのか？　
第 7 章　防衛機制　抑圧，否認，投影，他　第 8 章　罪悪感　第 9 章　夢
　第 10 章　悲哀と喪　第 11 章　転移　第 12 章　結論　
● A5 判 232 頁並製　本体価 3,000 円＋税

ベイシック・フロイト● 21 世紀に活かす精神分析の思考

マイケル・カーン 著／妙木浩之 監修／秋田恭子・清水めぐみ 訳

ISBN 978-4-7533-1126-2
読者にやさしくわかりやすいフロイト入門 2017.11



概要●　心理検査は，検査を施行するところか
ら解釈まで理論に基づく一つの体系をなしてい
る。精神分析的理論とそれに基づくロールシャ
ッハ法解釈の技法と理論を「馬場法」として集
大成したのが本書である。ロールシャッハ法と
は何かを考えること，データを取ること，スコ
アすること，解釈を加えること，それら一つ一
つに注意深く目を向け，その実践を言語化した
本書は，「馬場法」と命名できる体系の一貫し
た解説である。
　ロールシャッハ法の学習はクライエントの多
層的な理解を可能とし，それは心理療法を行う
上でも大きな力となる。その技量を高めるため
に具体的に何をすればよいか，具体的かつ詳細
に書いた本書は，ロールシャッハ法に関心を持
ち，さらに深めたいと考える人たちの一助にな
るであろう。
序章より抜粋●　このたび，ロールシャッハ法
を中心とする投映法解釈の学習を長年続けて来
たグループのメンバーとともに，心理検査を用
いた心理アセスメントに関する一冊の本を出す
ことになった。その中心になるのは，私が研究
と実践を続けて来たロールシャッハ法の解釈で
ある。著者たちは，主に大学院生の時代に私の
投映法の授業を受講した人たちで，大学院修了
後もずっと同じ研究会で，投映法解釈の事例検
討会を続け，今ではそれぞれ指導的な立場にあ
るベテラン研究者・臨床家たちである。
　私は主としてロールシャッハ法の解釈技法を
研究し，それを心理査定全体の中に位置づけな

がら解釈法を推敲し，さらにそれを教えること
を長年にわたって続けて来た。教える相手は次
第に広がり，数を増して行った。その間に指導
者として私の方法を教えられる人も増え，その
人たちもこの方法を教えるようになった。その
ようにして広まった私の解釈法は，ふと気がつ
くと私の手を離れて一人歩きしていた。私の訳
語である「継起分析」という言葉が sequence 
analysis 一般を指す言葉として使われるように
なっていた（従来，一般的用語は「系列分析」
であった）。それだけ広く使われるほどに有用
な方法であるなら，これほど嬉しく有り難いこ
とはない。研究者冥利に尽きることである。し
かしその一方で，私の与り知らぬところで何ら
か誤った使い方がされているかもしれないとい
う懸念も起ってくる。
　このような懸念をベテラン研究会で話したと
ころ，それではこの際，精神分析的な心理査定
について総まとめする本をこのグループで作り，
私の投映法解釈を確認し直そうではないかとい
うことになった。本書はそのような経緯から作
成されたものである。

（馬場禮子）

● Summary   &  Synopsis

目次●　第Ⅰ部　理論編　１力動的解釈の歴史　２施行法・記号化につい
て──片口法とその修正点　３各記号の解釈仮説　４解釈法①──解釈過
程の力動的理解と量的分析　５解釈法②──継起分析　６テストバッテリ
ーと退行現象　７パーソナリティの病理とそのロールシャッハ法への現れ
──自我の機能と機制を中心に　８他の検査との統合── SCT の場合　
９所見の書き方　第Ⅱ部　事例編　ケース１神経症水準の現れ①──ヒス
テリー性格　ケース２神経症水準の現れ②──強迫性格　ケース３BPO
水準の現れ①──結合型　ケース４BPO 水準の現れ②──併存型　ケー
ス 5 精神病水準の現れ①――反応継起がある程度理解できる事例／他
● A5 判 360 頁上製　本体価 4,500 円＋税

力動的心理査定●ロールシャッハ法の継起分析を中心に

馬場禮子 編著

ISBN 978-4-7533-1128-6
解釈と技法を「馬場法」として集大成し具体的に解説 2017.11



概要●　本書は，精神分析を学ぼうとするなら
必ず目を通さざるをえない重要な二症例，ラッ
トマン（鼠男），ウルフマン（狼男）と呼び慣
らわされているふたつの症例についてのフロイ
トの論文を翻訳したものである。
　先年刊行の『フロイト技法論集』に続き，フ
ロイトを，臨床家にすでに馴染みのある訳語を
使ってできるだけスムーズに読む機会を若い臨
床家諸氏に持ってもらいたいという願いから企
画された。翻訳作業は，できるだけ正確に，か
つできるだけ読みやすい日本語で，を目標に行
われた。次に「フロイト症例論集１　ドラとハ
ンス」の刊行が予定され，さらに「メタサイコ
ロジー論集」を加え，フロイト論文のなかで臨
床に直接結びつくものがカバーされる構想であ
る。
監訳者あとがきより抜粋●　この訳書は，ラッ
トマン（鼠男），ウルフマン（狼男）と呼び慣
らわされているふたつの症例についてのフロ
イトの論文を，英語標準版（Standard Edition: 
SE）を底本として翻訳したものである。これ
らの症例論文の意義については言うまでもない。
精神分析をすこしでも学ぼうとするなら，必ず
目を通さざるをえない 2 症例である。
　具体的には Notes upon a case of obsessional 
neurosis (1909) In The Complete Psychological 
Works of Sigmund Freud X (1955) と From 
the history of an infantile neurosis (1918 [1914]) 
In The Complete Psychological Works of 
Sigmund Freud XVII (1955) を翻訳した。

　この訳業は先年刊行した「フロイト技法論
集」と同じコンセプトで行ったものである。つ
まり，できるだけ正確に，かつできるだけ読み
やすい日本語で，を目標に丁寧に監訳作業を行
うということである。監訳作業は，下訳者と最
低もう一名が同席して，人文版，岩波版，ＳＥ
を一文ごとに対比させた文書を検討しながら進
めた。必要に応じてドイツ語版全集（Gesamelte 
Werke: GW）も参照した。
　フロイトを，臨床家にすでに馴染みのある（問
題のある訳語は別としても）訳語を使ってでき
るだけスムーズに読む機会を，若い臨床家諸氏
に持ってもらいたいという願いがこのシリーズ
を企画させた。この企画は，この本の次に「フ
ロイト症例論集１　ドラとハンス」の下訳が完
成しており，監訳作業を開始するところまでき
ている。また，私の考えではもう 1，2 冊，メ
タサイコロジー論集を刊行し，技法，症例，理
論という，フロイト論文のなかで臨床に直接結
びつくものについてカバーしたいと思っている。
私もそんなに若くないので，死ぬまでにこれを
完成させたいというのが切なる願いである。
　すこしでも読みやすく，正確なフロイトがで
きていればと願うだけである。

（藤山直樹）

● Summary   &  Synopsis

目次●　強迫神経症の一症例についての覚書（一九〇九）序文　Ⅰ病歴の
抜粋　治療の開始，幼児期の性愛，大きな強迫的恐怖，治療の本質に向け
ての導入，いくつかの強迫観念とその説明，病気を引き起こす要因，父親
コンプレックスと鼠観念の解決　Ⅱ理論編　強迫的構造に関するいくつか
の一般的特徴，強迫神経症におけるいくつかの心理的特殊性，他　ある幼
児神経症の病歴より（一九一八［一九一四］）　Ⅰ前置き　Ⅱ患者の環境と
病歴の概観　Ⅲ誘惑とその直接的結果　Ⅳ夢と原光景　Ⅴ若干の議論　Ⅵ
強迫神経症　Ⅶ肛門性愛と去勢コンプレックス　Ⅷ最早期からの新しい素
材──解決　Ⅸ総括と諸問題
● A5 判 264 頁上製　本体価 4,000 円＋税

フロイト症例論集２●ラットマンとウルフマン

Ｓ・フロイト著／藤山直樹 編・監訳

ISBN 978-4-7533-1130-9
二大症例を臨床家のために読みやすい日本語で訳出 2017.11



概要●　ひきこもり問題は多様な側面を有する
ため，その概念や理解，個々のケースのアセス
メント，治療・支援，予防，支援体制など，論
点が多岐にわたるのが特徴である。著者は，精
神科医療，地域精神保健福祉，障害者福祉，児
童福祉，心理臨床などの領域で治療・援助実践
にあたる専門職の資質向上を意図してアセスメ
ントをテーマにした研修に取り組んできた。本
書は，多職種が共通して活用し，個人とチーム
のスキルアップを図りつつ，良質な治療・支援
につながるような評価システムを提案するもの
である。とくにアセスメントと対応が難しいと
いわれるひきこもりケースに対してのスキルを
身に付ければ，その他の諸問題にも十分に応用
できる。専門職のスキルアップと，ひきこもり
ケースへの治療・援助実践の向上に役立つ本。
序章より抜粋●　ひきこもり問題は多様な側面
を有するため，その概念や理解，個々のケース
のアセスメント，治療・支援，予防，支援体制
など，論点が多岐にわたるのが特徴である。ひ
きこもり問題の捉え方や注目点はかなり多様で
あり，専門家同士で論じ合っても話が噛み合わ
ないこともある。そのため，ひきこもりの概
念と成因論について，第１章，２章で整理・
確認することとした。また，『ひきこもりの評
価・支援に関するガイドライン』（厚生労働省，
2010 年）では，本人への治療・支援に関して
は総論的な内容に留まっているため，本書では，
神経症，パーソナリティの問題，発達障害とい
った精神医学的診断に応じた各論的な支援論

を提示することとした（第３章，４章，５章）。
さらに，私は以前から，精神医学的診断以外の
方法で多様なひきこもりケースを分類できるよ
うになることが望ましいと考えていたので，土
居健郎氏による「治療動機と治療者に与える印
象を根拠とした分類」を援用した，かつての試
論も修正を加えて掲載することとした（第 10
章）。
　また，前書，『青年のひきこもり―心理社会
的背景・病理・治療援助』（岩崎学術出版社，
2000 年）では，ひきこもり問題に関連がある
と思われる疾患概念を網羅することを意図し，
家族状況やジェンダー論に至るまで，広汎な観
点を盛り込んでいたが，本書は，本人と家族に
対する治療・支援の実際や技術的な内容に限定
している。
　本書の執筆にあたって，前書，『青年のひき
こもり』を久しぶりに読み返してみたところ，
内的なひきこもりに焦点を当てた精神分析的心
理療法について論じた章が多く，社会的・外的
なひきこもりに対して問題意識を抱いている読
者にとっては，両者の相違や関連性・関係性が
イメージしにくかったのではないかと感じた。
そのため本書では，対人関係や社会参加を回避
し，社会的・外的なひきこもりをきたしている
青年期ケースの理解と治療・支援に焦点を当て
ることとし，唯一，第８章で，心理的・内的な
レベルで生じているひきこもり現象について詳
しく取り上げることとした。

（近藤直司）

● Summary   &  Synopsis

●目次　序章　ひきこもり問題に関する論点と本書の成り立ち　第Ⅰ部　
ひきこもりの概念と理解　第１章　ひきこもりの概念整理　第２章　ひき
こもりの成因論　第３章　神経症とひきこもり　第４章　パーソナリティ
障害とひきこもり　第５章　ひきこもりと発達障害　第６章　ひきこも
りケースの包括的アセスメント Global Assessment for Social Withdrawal
（GAW）第Ⅱ部　ひきこもりケースの治療と支援　第７章　治療・支援
の総論といくつかの留意点　第８章　内的なひきこもりへの心理療法的ア
プローチ　第９章　ひきこもりを伴う自閉スペクトラム症とメンタライゼ
ーションに焦点を当てた心理療法　／他
● A5 判 224 頁並製　本体価 2,800 円＋税

青年のひきこもり・その後●包括的アセスメントと支援の方法論

近藤直司 著

ISBN 978-4-7533-1129-3
多職種支援と専門家の資質向上のために 2017.11


